
TUBELESSCUE( チューブレスキュー ) 取扱説明書

1. パンク穴を見つけます。 4. セットした TUBELESSCUE のゴム部に裏表

　シーラントを塗ります。針を抜くと同時に

　ゴムの先端を軽く押し当てます。

3. ※この時の深さは最初のくびれまで

　差し込みます。この状態でしぼんだ

　タイヤに空気を (60 ～ 80psi) 入れます。

2.TUBELESSCUE 本体尻銓にある針

で穴を塞ぎます。

5. パンク穴とゴムの先端が正しく当たると空気は止まります。

　穴位置とゴム先端がずれていると空気が漏れるので、

　漏れなくなる位置に再度、合わせて直してください。

7. ゴム部分がタイヤの中に入ったのを

　確認したら、ゆっくり引き上げます。

6. 位置が決まったらそのままタイヤの中心に

　向けてまっすぐに強く押し込みます。

　※回しながら入れるとゴムが切れる場合があります

8. タイヤの内側とゴムが密着するよう

に引っ張ります。

10. シーラントが止まるのを確認したら

　さらに強く引き上げゴムを離します。

11. 空気を指定圧まで上げます。

　 エアーが漏れないのを確認したらこれでパンク修理は完了です。

　 はみ出ているゴムは切らないで下さい。

　( 再度漏れが発生したらゴムを引っ張るために残しておきます )

9. そこからさらに 3mm ほど引き上げ

　ゴムにテンションがかかっている状態にして、

　10 秒程度維持します。

　( 空気漏れが止まるまで待ちます )

※パンク穴の形状が小さすぎる場合は 2段目のくびれまで入れて再度やり直してください。


